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原発を増やすにあたって

国民に描いてみせた夢

• 原子力で日本は未来永劫

エネルギーを自給できるようになる！
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核燃料サイクル
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核燃料サイクルの中で
核燃料はどう変化するのか
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高速増殖炉の開発の見通したたず

• 安全性が低く、危険

発熱密度が高く、燃料集合体の健全性に問題

冷却材にナトリウム（水と反応して燃焼）

安定性・制御性が悪く、暴走の危険

緊急時に炉心冷却できない

• どの国も開発を中止した

日本ではまだお金をつぎ込み続ける

• 純度の高いプルトニウム239が出来る

⇒核兵器材料
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核燃料サイクル

（プルトニウム・リサイクル）の

キーとなる技術は

増殖炉＝プルトニウム生産

再処理＝プルトニウム抽出

再処理工場を持つ非核保有国は
世界で日本だけ
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燃料棒の管内に閉じ込めてあった

放射性物質を切り刻んで硝酸に溶

かすため通常の運転時でも多量の

放射性物質を環境中に放出する

再処理の工程では
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無し

無し

無し

有り

考慮不要

10.7年
12.3年
5730年

約1570万年

8日
374日
29秒

30年
2.55分
28.8年
2.7日

6500年

33京
1900兆
52兆
110億
170億
410億
410億
11億
10億
7.6億
7.6億
2.9億

4000万
94億

クリプトン85 (Kr-85) 
トリチウム (H-3) 
炭素14 (C-14) 
ヨウ素129 (I-129) 
ヨウ素131 (I-131) 
ルテニウム106 (Ru-106) 
ロジウム106 (Rh-106) 
セシウム137 (Cs-137) 
バリウム137m (Ba-137m) 
ストロンチウム90 (Sr-90) 
イットリウム90 (Y-90) 
プルトニウム240 (Pu-240) (α線核種)
その他の核種 (α線核種) 
その他の核種 (非α線核種)

生物濃縮半減期推定年間放出量
(ベクレル/年)

放射性元素名

気体で大気中に放出する放射性物質

再処理事業指定申請書
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無し

有り

考慮不要

12.3年
1570万年

8日
374日

14.29年
30年

28.8年
2.7日
2年

285日
17分
5.3年
8.6年

6500年
18年

432年

1京8千兆

430億
1700億
240億
800億
160億
120億
120億
82億
49億
49億
41億
14億
30億
3.9億
1.4億
4億
320億

トリチウム (H-3) 
ヨウ素129 (I-129) 
ヨウ素131 (I-131) 
ルテニウム106 (Ru-106) 
プルトニウム241 (Pu-241) 
セシウム137 (Cs-137) 
ストロンチウム90 (Sr-90) 
イットリウム90 (Y-90) 
セシウム134 (Cs-134) 
セリウム144 (Ce-144) 
プラセオジム144 (Pr-144) 
コバルト60 (Co-60) 
ユウロピウム154 (Eu-154) 
プルトニウム240 (Pu-240) (α線核種) 
キュリウム244 (Cm-244) (α線核種) 
アメリシウム241 (Am-241) (α線核種) 
その他の核種 (α線核種) 
その他の核種 (非α線核種)

生物濃縮半減期推定年間放出量
（ベクレル/年）

放射性元素名

液体で太平洋に放流する主な放射性物質
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六ヶ所村再処理工場のコスト

• 1993年着工，工場建設費 7,600億円

• 1996年 建設費 1兆8,800億円

• 1999年 建設費 2兆1,400億円

• 2003年 建設費 3兆3,700億円

運転・保守費 6兆800億円

工場解体・廃棄物処理費 2兆2,000億円

総費用 約11兆円余
(40年間運転，事故想定無しで)

電気事業連合会の発表によれば
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トラブル続きで完成しない
核燃料再処理工場

• 当初1997年12月完成予定

• 完成予定時期を2016年3月から

２０18年度上期に延期（２３回目の延期）
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